予算要求資料
平成２７年度9月補正予算　　支出科目　款：総務費　　項：総務管理費　　目：広報費　　　
	事業名　新アジア諸国向け情報発信事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　知事直轄　広報課　広報政策係
　　　　　　　　　　　　　電話番号：058-272-1111（内2074）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail： c11103@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　補正要求額     10,156千円（現計予算額：0 千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	現計

予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補正

要求額
	10,156
	10,156
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・北陸新幹線の開業、東海環状自動車道の整備など、本県内及び近隣では「清流の国ぎふ2020プロジェクト」に関連する大型インフラ事業が実施され、さらにその先にはリニア中央新幹線の開通が続く。各地からのアクセス利便性の向上と相まって、本県の魅力をPRする大きなチャンスと言える。

・この機会を活かし、時期を逃さず広報活動を強化すべく、本年度、東京をはじめとする大都市圏へ有力メディアを通じた県のイメージアップ広報を実施しているところである。クールジャパンとして海外から日本への注目が高まる中、本県へのインバウンドやアウトバウンドによる新たな需要獲得への追い風となるよう、経済成長著しく訪日客も順調に伸びているアジアをターゲットした情報発信が効果的である。
・そこで、地方創生先行型交付金の上乗せ分を活用し、本県のイメージアップと認知度向上を図り、さらなる誘客促進や観光消費額の増加、県産品の輸出拡大を目指す。
（２）事業内容
・本県が誇る自然、食、地場産業、文化等の魅力を十分に表現したＣＭを制作し、アジア諸国へ発信する。
・制作したＣＭは、県ホームページで再生できるようにしたり、トップセールス会場等でモニターに放映するなど幅広く活用する。
（３）類似事業の有無
　　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	171
	業務旅費

	使用料
	1,000
	映像使用料

	委託料
	8,985
	企画料、撮影料、編集料、放映料

	合計
	10,156
	


	　決定額の考え方　




事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	　本県の魅力をアジアへ発信する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	ＣＭ放送回数
	―

	
	
	
	15回
	


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	


（前年度の成果）

	


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	・訪日客が増える傾向にある中、時期を逃さず広報活動を強化することで、飛騨・美濃海外じまんプロジェクトをフォローし、確実にインバウンド需要を獲得する。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

　

	


（今後の課題）

	・海外に本県の魅力が伝わるよう、メディアとタイミングについて十分整理して事業を実施する。


（次年度の方向性）
	・観光・食・モノにとどまらず、県政全般の重要政策の効果的な広報に努める。

・特に、清流の国ぎふの魅力をイメージとしてわかりやすく加工し、具現化した情報発信を行う。


